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本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
三
十
三
号
）（
税
務
課
） 

一 

趣
旨 

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
自
動
車
取
得
税
の
税
率
の
引
下
げ
及
び
環
境
へ
の
負
荷
の

少
な
い
自
動
車
を
対
象
と
し
た
税
率
の
軽
減
等
の
特
例
措
置
の
拡
充
、
自
動
車
の
環
境
に
及
ぼ

す
影
響
に
応
じ
た
自
動
車
税
の
税
率
の
特
例
措
置
の
拡
充
等
を
行
う
。 

二 

内
容 

㈠ 

不
動
産
取
得
税 

 
 

ア 

個
人
が
、
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
の
取
得
後
六
月
以
内
に
、
耐
震
改
修
を
行
い
、

か
つ
、
当
該
住
宅
を
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
一
定
の
税
額
を
減

額
す
る
特
例
措
置
を
講
ず
る
。 

イ 

農
地
保
有
合
理
化
法
人
等
が
取
得
す
る
土
地
に
係
る
納
税
義
務
の
免
除
措
置
に
つ
い
て
、

対
象
か
ら
、
農
地
保
有
合
理
化
法
人
が
取
得
す
る
土
地
を
除
き
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の

推
進
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
農
地
中
間
管
理
機
構
が
取
得
す
る
土
地
を
追
加
す
る
。 

ウ 

新
築
住
宅
を
宅
地
建
物
取
引
業
者
等
が
取
得
し
た
も
の
と
み
な
す
日
を
住
宅
新
築
の
日

か
ら
一
年
（
本
則
六
月
）
を
経
過
し
た
日
に
緩
和
す
る
特
例
措
置
の
適
用
期
限
を
平
成
二

十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
延
長
す
る
。 

エ 

新
築
住
宅
特
例
適
用
住
宅
用
土
地
に
係
る
税
額
の
減
額
措
置
に
つ
い
て
、
土
地
取
得
後

の
住
宅
新
築
ま
で
の
経
過
年
数
要
件
を
緩
和
す
る
特
例
措
置
の
適
用
期
限
を
平
成
二
十
八

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
延
長
す
る
。 

 

㈡ 

自
動
車
取
得
税 

ア 

自
家
用
の
自
動
車
で
軽
自
動
車
以
外
の
も
の
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
税
率
を
百
分
の

三
（
現
行
百
分
の
五
）
と
し
、
営
業
用
の
自
動
車
及
び
軽
自
動
車
の
取
得
に
対
し
て
課
す

る
税
率
を
百
分
の
二
（
現
行
百
分
の
三
）
と
す
る
。 

イ 

排
出
ガ
ス
性
能
及
び
燃
費
性
能
の
優
れ
た
環
境
負
荷
の
小
さ
い
自
動
車
で
初
め
て
新
規

登
録
等
を
受
け
る
も
の
の
取
得
に
係
る
税
率
を
本
特
例
措
置
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た

場
合
の
税
率
に
四
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
率
と
す
る
特
例
措
置
に
つ
い
て
、
本
特
例
措
置

の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
の
税
率
に
乗
じ
る
割
合
を
百
分
の
二
十
と
す
る
。 

ウ 

排
出
ガ
ス
性
能
及
び
燃
費
性
能
の
優
れ
た
環
境
負
荷
の
小
さ
い
自
動
車
で
初
め
て
新
規

登
録
等
を
受
け
る
も
の
の
取
得
に
係
る
税
率
を
本
特
例
措
置
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た

場
合
の
税
率
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
率
と
す
る
特
例
措
置
に
つ
い
て
、
本
特
例
措
置

の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
の
税
率
に
乗
じ
る
割
合
を
百
分
の
四
十
と
す
る
。 

エ 

対
象
区
域
内
用
途
廃
止
等
自
動
車
の
代
替
自
動
車
の
取
得
に
係
る
自
動
車
取
得
税
の
非



課
税
措
置
に
つ
い
て
、そ
の
適
用
期
限
を
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
延
長
す
る
。 

 
㈢ 

自
動
車
税 

ア 

排
出
ガ
ス
性
能
及
び
燃
費
性
能
の
優
れ
た
環
境
負
荷
の
小
さ
い
自
動
車
は
税
率
を
軽
減

し
、
新
車
新
規
登
録
か
ら
一
定
年
数
を
経
過
し
た
環
境
負
荷
の
大
き
い
自
動
車
は
税
率
を

重
く
す
る
特
例
措
置
に
つ
い
て
、
対
象
の
見
直
し
を
行
っ
た
う
え
で
、
適
用
期
限
を
二
年

延
長
す
る
。 

イ 

平
成
二
十
五
年
度
に
対
象
区
域
内
用
途
廃
止
等
自
動
車
の
代
替
自
動
車
（
以
下
「
代
替

自
動
車
」
と
い
う
。）
と
し
て
取
得
さ
れ
た
自
動
車
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
六
年
度
分
の
、

平
成
二
十
六
年
度
に
代
替
自
動
車
と
し
て
取
得
さ
れ
た
自
動
車
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
六

年
度
分
及
び
平
成
二
十
七
年
度
分
の
、
平
成
二
十
七
年
度
に
代
替
自
動
車
と
し
て
取
得
さ

れ
た
自
動
車
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
七
年
度
分
及
び
平
成
二
十
八
年
度
分
の
自
動
車
税
を

非
課
税
と
す
る
。 

 

㈣ 

鉱
区
税 

 
 

 

鉱
業
法
の
規
定
に
よ
り
特
定
区
域
に
お
け
る
試
掘
権
の
み
な
し
存
続
期
間
に
試
掘
す
る
こ

と
が
で
き
る
者
を
、
鉱
区
税
の
納
税
義
務
者
で
あ
る
鉱
業
権
者
の
範
囲
に
含
め
る
こ
と
。 

 

㈤ 

そ
の
他 

 
 

 

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
。 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日 



 

 

条 
 

例 

 
埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 
 
  

埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

埼
玉
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 第

三
十
二
条
の
八
第
三
項
中
「
既
存
住
宅
等
（
」
を
「
耐
震
基
準
適
合
既
存
住
宅
等
（
耐
震
基

準
適
合
既
存
住
宅
（
」
に
、
「
第
三
十
七
条
の
十
八
」
を
「
第
三
十
七
条
の
十
八
第
一
項
」
に
改

め
、「
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
」
の
下
に
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の
二
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
う
ち
地
震
に
対
す
る
安
全
性
に
係
る
基
準
と
し
て
施
行
令
で
定
め
る
基
準（
同
項
に
お
い
て「
耐

震
基
準
」
と
い
う
。
）
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
施
行
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
同
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
項
各
号
中
「
既
存
住
宅
等
」
を
「
耐
震
基
準
適
合
既
存
住
宅
等
」
に

改
め
る
。 

第
三
十
二
条
の
十
一
の
六
第
三
項
中
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の
二
第
三
項
」
を
「
第
三
十
二
条

の
十
一
の
三
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
二
条
の
十
一
の
七
と
す
る
。 

第
三
十
二
条
の
十
一
の
五
の
見
出
し
中
「
農
地
保
有
合
理
化
法
人
等
」
を
「
農
地
利
用
集
積
円

滑
化
団
体
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
八
条
第
一
項
又
は
第
十
一
条
の
十
二
」
を
「
第
十

一
条
の
十
四
」
に
、
「
農
地
保
有
合
理
化
法
人
又
は
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
（
以
下
こ
の
項

及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
農
地
保
有
合
理
化
法
人
等
」
と
い
う
。
）
が
、
同
法
第
四
条
第
二
項
第

一
号
」
を
「
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
又
は
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
農
地
中
間
管
理
機
構
（
以
下
こ
の
項

及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
等
」
と
い
う
。
）
が
、
農
業
経
営
基
盤
強

化
促
進
法
第
四
条
第
三
項
第
一
号
ロ
」
に
、
「
（
同
条
第
一
項
」
を
「
又
は
同
法
第
七
条
第
一
号

に
掲
げ
る
事
業
（
そ
れ
ぞ
れ
同
法
第
四
条
第
一
項
」
に
、
「
第
四
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
七

条
第
三
号
」
に
、
「
農
地
保
有
合
理
化
法
人
等
に
よ
る
」
を
「
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
等
に

よ
る
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の
二
第
三
項
」
を
「
第
三
十
二
条
の
十

一
の
三
第
三
項
」
に
、
「
農
地
保
有
合
理
化
法
人
等
」
を
「
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
等
」
に

改
め
、
同
条
を
第
三
十
二
条
の
十
一
の
六
と
す
る
。 

第
三
十
二
条
の
十
一
の
四
第
三
項
中
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の
二
第
三
項
」
を
「
第
三
十
二
条

の
十
一
の
三
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
二
条
の
十
一
の
五
と
す
る
。 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
三
号



 

 

第
三
十
二
条
の
十
一
の
三
を
第
三
十
二
条
の
十
一
の
四
と
し
、
第
三
十
二
条
の
十
一
の
二
を
第

三
十
二
条
の
十
一
の
三
と
し
、
第
三
十
二
条
の
十
一
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
の
取
得
に
対
す
る
不
動
産
取
得
税
の
減
額
等
） 

第
三
十
二
条
の
十
一
の
二 

個
人
が
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
（
既
存
住
宅
の
う
ち
耐
震
基
準

適
合
既
存
住
宅
以
外
の
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
取
得
し
た
場
合
に

お
い
て
、当
該
個
人
が
、当
該
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
を
取
得
し
た
日
か
ら
六
月
以
内
に
、

当
該
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
に
耐
震
改
修
（
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
耐
震
改
修
を
い
い
、
一
部
の

除
却
及
び
敷
地
の
整
備
を
除
く
。
）
を
行
い
、
当
該
住
宅
が
耐
震
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
に
つ

き
施
行
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
証
明
を
受
け
、
か
つ
、
当
該
住
宅
を
そ
の
者
の
居
住
の

用
に
供
し
た
と
き
は
、
当
該
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取

得
税
に
つ
い
て
は
、
当
該
税
額
か
ら
当
該
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
が
新
築
さ
れ
た
時
に
お

い
て
施
行
さ
れ
て
い
た
法
第
七
十
三
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
控
除
す
る
も
の
と
さ
れ

て
い
た
額
に
税
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
減
額
す
る
。 

２ 

住
宅
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
を
賦
課
徴
収
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
住

宅
の
取
得
者
か
ら
当
該
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
べ
き
旨
の
申
告

が
あ
り
、
当
該
申
告
が
真
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
取
得
の
日
か
ら
六
月
以
内

の
期
間
を
限
つ
て
、
当
該
住
宅
に
係
る
不
動
産
取
得
税
額
の
う
ち
同
項
の
規
定
に
よ
り
減
額
す

べ
き
額
に
相
当
す
る
税
額
を
徴
収
猶
予
す
る
。 

３ 

第
三
十
二
条
の
九
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
前
二
条
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
お
け
る

不
動
産
取
得
税
額
の
徴
収
猶
予
及
び
そ
の
取
消
し
並
び
に
第
一
項
の
場
合
に
お
け
る
当
該
不
動

産
取
得
税
に
係
る
徴
収
金
の
還
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

第
五
十
六
条
中
「
第
二
十
条
」
の
下
に
「
又
は
第
四
十
二
条
」
を
加
え
る
。 

附
則
第
十
一
条
の
二
中
「
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一

日
」
に
改
め
る
。 

附
則
第
十
二
条
第
二
項
、
第
十
四
条
第
三
項
及
び
第
十
五
条
中
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の
二
第

一
項
」
を
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。 

附
則
第
十
八
条
第
一
項
第
四
号
イ
⑶
中
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
」
を

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
第
八
十
条
第
一
号
」
を
「
第
八
十

条
第
一
号
イ
」
に
、
「
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
を
「
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
効
率
」
に
、
「
製
造
事
業
者
等
」
を
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
機
器
等
製
造
事
業
者
等
」
に

改
め
る
。 

附
則
第
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
自
家
用
の
自
動
車
で
」
を
「
営
業
用
の
自
動
車
（
」
に
、
「
）

以
外
の
も
の
」
を
「
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
除
く
。
）
及
び
軽
自
動
車
」
に
、
「
百



 

 

分
の
五
」
を
「
百
分
の
二
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
率
に
四
分
の
一
」
を
「
率
に
百
分
の
二

十
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
率
に
二
分
の
一
」
を
「
率
に
百
分
の
四
十
」
に
改
め
る
。 

附
則
第
十
八
条
の
五
第
一
項
中
「
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
八
年
三
月

三
十
一
日
」
に
改
め
る
。 

附
則
第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
次
項
及
び
第
三
項
」
を
「
以
下
こ
の
条
」
に
、
「
専
ら
メ
タ
ノ

ー
ル
」
を
「
メ
タ
ノ
ー
ル
自
動
車
（
専
ら
メ
タ
ノ
ー
ル
」
に
、
「
、
メ
タ
ノ
ー
ル
」
を
「
を
い
う
。

次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
混
合
メ
タ
ノ
ー
ル
自
動
車
（
メ
タ
ノ
ー
ル
」
に
、
「
及
び
ガ
ソ
リ
ン
」

を
「
を
い
う
。
同
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
ガ
ソ
リ
ン
」
に
、
「
次
項
に
」
を
「
次
項
及
び
第

三
項
第
三
号
に
」
に
改
め
、
「
字
句
は
、
」
の
下
に
「
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
、
「
に
そ
れ
ぞ
れ
読

み
替
え
る
も
の
」
を
削
り
、
同
項
第
一
号
中
「
平
成
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
十
五
年

三
月
三
十
一
日
」
に
、
「
初
め
て
」
を
「
最
初
の
」
に
、
「
経
過
す
る
」
を
「
経
過
し
た
」
に
改

め
、
同
項
第
二
号
中
「
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、

「
経
過
す
る
」
を
「
経
過
し
た
」
に
改
め
、
同
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

                     

第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号
イ 

         

第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
ロ 

         

第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
イ 

六
千
五
百
円 

十
一
万
千
円 

八
万
八
千
円 

七
万
六
千
五
百
円 

六
万
六
千
五
百
円 

五
万
八
千
円 

五
万
千
円 

四
万
五
千
円 

三
万
九
千
五
百
円 

三
万
四
千
五
百
円 

二
万
九
千
五
百
円 

四
万
七
百
円 

二
万
七
千
二
百
円 

二
万
三
千
六
百
円 

二
万
五
百
円 

一
万
七
千
九
百
円 

一
万
五
千
七
百
円 

一
万
三
千
八
百
円 

九
千
五
百
円 

八
千
五
百
円 

七
千
五
百
円 

七
千
百
円 

十
二
万
七
千
六
百
円 

十
万
千
二
百
円 

八
万
七
千
九
百
円 

七
万
六
千
四
百
円 

六
万
六
千
七
百
円 

五
万
八
千
六
百
円 

五
万
千
七
百
円 

四
万
五
千
四
百
円 

三
万
九
千
六
百
円 

三
万
三
千
九
百
円 

四
万
六
千
八
百
円 

三
万
千
二
百
円 

二
万
七
千
百
円 

二
万
三
千
五
百
円 

二
万
五
百
円 
一
万
八
千
円 
一
万
五
千
八
百
円 

一
万
九
百
円 

九
千
七
百
円 

八
千
六
百
円 

 



 

 

                                  
     

第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
ロ 

      

第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑵ 

 

第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号
ハ
⑵ 

 

第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号
ハ
⑴ 

        

第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号
ロ 

        

七
万
四
千
円 

六
万
五
千
五
百
円 

五
万
七
千
円 

四
万
九
千
円 

四
万
千
円 

三
万
三
千
円 

六
万
四
千
円 

五
万
七
千
円 

五
万
五
百
円 

四
万
四
千
円 

三
万
八
千
円 

三
万
二
千
円 

二
万
六
千
五
百
円 

二
万
六
百
円 

一
万
二
百
円 

一
万
五
千
百
円 

七
千
五
百
円 

六
千
三
百
円 

四
万
五
百
円 

三
万
五
千
円 
三
万
円 

二
万
五
千
五
百
円 
二
万
五
百
円 

一
万
六
千
円 

一
万
千
五
百
円 

八
千
円 

四
千
七
百
円 

二
万
九
千
五
百
円 

二
万
五
千
五
百
円 

二
万
二
千
円 

一
万
八
千
五
百
円 

一
万
五
千
円 

一
万
二
千
円 

九
千
円 

八
万
千
四
百
円 

七
万
二
千
円 

六
万
二
千
七
百
円 

五
万
三
千
九
百
円 

四
万
五
千
百
円 

三
万
六
千
三
百
円 

七
万
四
百
円 

六
万
二
千
七
百
円 

五
万
五
千
五
百
円 

四
万
八
千
四
百
円 

四
万
千
八
百
円 

三
万
五
千
二
百
円 

二
万
九
千
百
円 

二
万
二
千
六
百
円 

一
万
千
二
百
円 

一
万
六
千
六
百
円 
八
千
二
百
円 
六
千
九
百
円 
四
万
四
千
五
百
円 

三
万
八
千
五
百
円 

三
万
三
千
円 

二
万
八
千
円 

二
万
二
千
五
百
円 

一
万
七
千
六
百
円 

一
万
二
千
六
百
円 

八
千
八
百
円 

五
千
百
円 

三
万
二
千
四
百
円 

二
万
八
千
円 

二
万
四
千
二
百
円 

二
万
三
百
円 

一
万
六
千
五
百
円 

一
万
三
千
二
百
円 

九
千
九
百
円 

 



 

 

                             

附
則
第
二
十
三
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

２ 

次
の
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
（
電
気
自
動
車
、
天
然
ガ
ス
自
動
車
、
メ
タ
ノ
ー
ル
自
動
車
、

混
合
メ
タ
ノ
ー
ル
自
動
車
及
び
ガ
ソ
リ
ン
を
内
燃
機
関
の
燃
料
と
し
て
用
い
る
電
力
併
用
自
動

車
並
び
に
バ
ス
（
一
般
乗
合
用
の
も
の
に
限
る
。
）
及
び
被
け
ん
引
自
動
車
を
除
く
。
）
に
対

す
る
平
成
二
十
六
年
度
分
の
自
動
車
税
に
係
る
第
四
十
八
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
前

  

第
四
十
八
条
第
二
項
第
二
号 

  

第
四
十
八
条
第
二
項
第
一
号 

   

第
四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
ニ 

         

第
四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
ハ 

 

第
四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
ロ 

   

第
四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
イ 

 
第
四
十
八
条
第
一
項
第
四
号 

 

八
千
円 

六
千
三
百
円 

五
千
二
百
円 

六
千
三
百
円 

四
千
七
百
円 

三
千
七
百
円 

一
万
千
五
百
円 

二
万
五
千
五
百
円 

九
千
円 

一
万
八
千
五
百
円 

八
万
八
千
八
百
円 

七
万
四
百
円 

六
万
千
二
百
円 

五
万
三
千
二
百
円 

四
万
六
千
四
百
円 

四
万
八
百
円 

三
万
六
千
円 
三
万
千
六
百
円 
二
万
七
千
六
百
円 

二
万
三
千
六
百
円 

四
千
八
百
円 

一
万
九
百
円 

一
万
四
千
七
百
円 

二
万
三
千
円 

一
万
九
百
円 

一
万
六
千
九
百
円 

六
千
円 

四
千
五
百
円 

八
万
三
千
円 

八
千
八
百
円 

六
千
九
百
円 

五
千
七
百
円 

六
千
九
百
円 

五
千
二
百
円 

四
千
百
円 

一
万
二
千
六
百
円 

二
万
八
千
円 

九
千
九
百
円 

二
万
三
百
円 

十
万
二
千
百
円 
八
万
九
百
円 
七
万
三
百
円 

六
万
千
百
円 

五
万
三
千
三
百
円 

四
万
六
千
九
百
円 

四
万
千
四
百
円 

三
万
六
千
三
百
円 

三
万
千
七
百
円 

二
万
七
千
百
円 

五
千
二
百
円 

一
万
千
九
百
円 

一
万
六
千
百
円 

二
万
五
千
三
百
円 

一
万
千
九
百
円 

一
万
八
千
五
百
円 

六
千
九
百
円 

五
千
百
円 

九
万
千
三
百
円 

 



 

 

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。 

一 

ガ
ソ
リ
ン
又
は
液
化
石
油
ガ
ス
を
内
燃
機
関
の
燃
料
と
し
て
用
い
る
自
動
車
で
平
成
十
三

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
新
車
新
規
登
録
を
受
け
た
も
の 

二 

軽
油
を
内
燃
機
関
の
燃
料
と
し
て
用
い
る
自
動
車
そ
の
他
の
前
号
に
掲
げ
る
自
動
車
以
外

の
自
動
車
で
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
新
車
新
規
登
録
を
受
け
た
も
の 

  

                          
       

第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号
イ 

         

第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
ロ 

         

第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
イ 

二
万
九
千
五
百
円 

二
万
五
千
五
百
円 

二
万
二
千
円 

一
万
八
千
五
百
円 

一
万
五
千
円 

一
万
二
千
円 

九
千
円 

六
千
五
百
円 

十
一
万
千
円 

八
万
八
千
円 

七
万
六
千
五
百
円 

六
万
六
千
五
百
円 

五
万
八
千
円 

五
万
千
円 

四
万
五
千
円 

三
万
九
千
五
百
円 

三
万
四
千
五
百
円 

二
万
九
千
五
百
円 

四
万
七
百
円 

二
万
七
千
二
百
円 

二
万
三
千
六
百
円 

二
万
五
百
円 

一
万
七
千
九
百
円 
一
万
五
千
七
百
円 

一
万
三
千
八
百
円 

九
千
五
百
円 

八
千
五
百
円 

七
千
五
百
円 

三
万
二
千
四
百
円 

二
万
八
千
円 

二
万
四
千
二
百
円 

二
万
三
百
円 

一
万
六
千
五
百
円 

一
万
三
千
二
百
円 

九
千
九
百
円 

七
千
百
円 

十
二
万
二
千
百
円 

九
万
六
千
八
百
円 

八
万
四
千
百
円 

七
万
三
千
百
円 

六
万
三
千
八
百
円 

五
万
六
千
百
円 

四
万
九
千
五
百
円 

四
万
三
千
四
百
円 

三
万
七
千
九
百
円 
三
万
二
千
四
百
円 
四
万
四
千
七
百
円 

二
万
九
千
九
百
円 

二
万
五
千
九
百
円 

二
万
二
千
五
百
円 

一
万
九
千
六
百
円 

一
万
七
千
二
百
円 

一
万
五
千
百
円 

一
万
四
百
円 

九
千
三
百
円 

八
千
二
百
円 

 



 

 

                                  
   

第
四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
イ 

 

第
四
十
八
条
第
一
項
第
四
号 

      

第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
ロ 

      

第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑵ 

 

第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号
ハ
⑵ 

 

第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号
ハ
⑴ 

        
第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号
ロ 

 

一
万
四
千
七
百
円 

二
万
三
千
円 

一
万
九
百
円 

一
万
六
千
九
百
円 

六
千
円 

四
千
五
百
円 

八
万
三
千
円 

七
万
四
千
円 

六
万
五
千
五
百
円 

五
万
七
千
円 

四
万
九
千
円 

四
万
千
円 

三
万
三
千
円 

六
万
四
千
円 

五
万
七
千
円 

五
万
五
百
円 

四
万
四
千
円 

三
万
八
千
円 

三
万
二
千
円 

二
万
六
千
五
百
円 

二
万
六
百
円 

一
万
二
百
円 
一
万
五
千
百
円 

七
千
五
百
円 

六
千
三
百
円 

四
万
五
百
円 

三
万
五
千
円 

三
万
円 

二
万
五
千
五
百
円 

二
万
五
百
円 

一
万
六
千
円 

一
万
千
五
百
円 

八
千
円 

四
千
七
百
円 

一
万
六
千
百
円 

二
万
五
千
三
百
円 

一
万
千
九
百
円 

一
万
八
千
五
百
円 

六
千
六
百
円 

四
千
九
百
円 

九
万
千
三
百
円 

八
万
千
四
百
円 

七
万
二
千
円 

六
万
二
千
七
百
円 

五
万
三
千
九
百
円 

四
万
五
千
百
円 

三
万
六
千
三
百
円 

七
万
四
百
円 

六
万
二
千
七
百
円 

五
万
五
千
五
百
円 

四
万
八
千
四
百
円 
四
万
千
八
百
円 
三
万
五
千
二
百
円 

二
万
九
千
百
円 

二
万
二
千
六
百
円 

一
万
千
二
百
円 

一
万
六
千
六
百
円 

八
千
二
百
円 

六
千
九
百
円 

四
万
四
千
五
百
円 

三
万
八
千
五
百
円 

三
万
三
千
円 

二
万
八
千
円 

二
万
二
千
五
百
円 

一
万
七
千
六
百
円 

一
万
二
千
六
百
円 

八
千
八
百
円 

五
千
百
円 

 



 

 

                      

附
則
第
二
十
三
条
第
三
項
中
「
前
項
の
表
」
を
「
次
の
表
」
に
改
め
、
「
字
句
は
、
」
の
下
に

「
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
、
「
に
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
平
成

二
十
一
年
十
月
一
日
（
」
の
下
に
「
同
法
第
四
十
条
第
三
号
に
規
定
す
る
」
を
加
え
、
「
排
出
ガ

ス
保
安
基
準
」
を
「
自
動
車
排
出
ガ
ス
に
係
る
保
安
上
又
は
公
害
防
止
そ
の
他
の
環
境
保
全
上
の

技
術
基
準
（
第
四
号
及
び
第
五
項
第
五
号
に
お
い
て
「
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
」
と
い
う
。
）
」
に

改
め
、
「
こ
の
号
」
の
下
に
「
及
び
第
五
項
第
二
号
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
充
電
機
能
付

電
力
併
用
自
動
車
」
の
下
に
「
（
電
力
併
用
自
動
車
の
う
ち
、
動
力
源
と
し
て
用
い
る
電
気
を
外

部
か
ら
充
電
す
る
機
能
を
備
え
て
い
る
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
第
五
項
第
三

号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第
四
号
中
「
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
で
あ
つ
て
」

を
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
第
七
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め

ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
機
器
等
製
造
事
業
者
等
の
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項
を
勘
案
し
て

施
行
規
則
で
定
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
（
第
五
項
第
四
号
及
び
第
七
項
に
お
い
て
「
基
準
エ

  

第
四
十
八
条
第
二
項
第
二
号 

  

第
四
十
八
条
第
二
項
第
一
号 

   

第
四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
ニ 

         

第
四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
ハ 

 
第
四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
ロ 

八
千
円 

六
千
三
百
円 

五
千
二
百
円 

六
千
三
百
円 

四
千
七
百
円 

三
千
七
百
円 

一
万
千
五
百
円 

二
万
五
千
五
百
円 

九
千
円 

一
万
八
千
五
百
円 

八
万
八
千
八
百
円 

七
万
四
百
円 

六
万
千
二
百
円 

五
万
三
千
二
百
円 

四
万
六
千
四
百
円 

四
万
八
百
円 

三
万
六
千
円 

三
万
千
六
百
円 

二
万
七
千
六
百
円 

二
万
三
千
六
百
円 

四
千
八
百
円 

一
万
九
百
円 

八
千
八
百
円 

六
千
九
百
円 

五
千
七
百
円 

六
千
九
百
円 
五
千
二
百
円 

四
千
百
円 
一
万
二
千
六
百
円 

二
万
八
千
円 

九
千
九
百
円 

二
万
三
百
円 

九
万
七
千
六
百
円 

七
万
七
千
四
百
円 

六
万
七
千
三
百
円 

五
万
八
千
五
百
円 

五
万
千
円 

四
万
四
千
八
百
円 

三
万
九
千
六
百
円 

三
万
四
千
七
百
円 

三
万
三
百
円 

二
万
五
千
九
百
円 

五
千
二
百
円 

一
万
千
九
百
円 

 



 

 

ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
て
」
に
、
「
次
項
及
び
第
五
項
」
を
「
以
下
こ
の
条
」

に
、
「
平
成
十
七
年
窒
素
酸
化
物
排
出
許
容
限
度
」
を
「
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条
の
規
定

に
よ
り
平
成
十
七
年
十
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
排
出
ガ
ス
保

安
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
平

成
十
七
年
窒
素
酸
化
物
排
出
許
容
限
度
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
表
を
加
え
る
。 

                             
        

第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号
イ 

         

第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
ロ 

         

第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
イ 

四
千
七
百
円 

二
万
九
千
五
百
円 

二
万
五
千
五
百
円 

二
万
二
千
円 

一
万
八
千
五
百
円 

一
万
五
千
円 

一
万
二
千
円 

九
千
円 

六
千
五
百
円 

十
一
万
千
円 

八
万
八
千
円 

七
万
六
千
五
百
円 

六
万
六
千
五
百
円 

五
万
八
千
円 

五
万
千
円 

四
万
五
千
円 

三
万
九
千
五
百
円 

三
万
四
千
五
百
円 

二
万
九
千
五
百
円 

四
万
七
百
円 

二
万
七
千
二
百
円 

二
万
三
千
六
百
円 
二
万
五
百
円 
一
万
七
千
九
百
円 

一
万
五
千
七
百
円 

一
万
三
千
八
百
円 

九
千
五
百
円 

八
千
五
百
円 

七
千
五
百
円 

二
千
四
百
円 

一
万
五
千
円 

一
万
三
千
円 

一
万
千
円 

九
千
五
百
円 

七
千
五
百
円 

六
千
円 

四
千
五
百
円 

三
千
五
百
円 

五
万
五
千
五
百
円 

四
万
四
千
円 

三
万
八
千
五
百
円 

三
万
三
千
五
百
円 

二
万
九
千
円 

二
万
五
千
五
百
円 

二
万
二
千
五
百
円 
二
万
円 
一
万
七
千
五
百
円 

一
万
五
千
円 

二
万
五
百
円 

一
万
四
千
円 

一
万
二
千
円 

一
万
五
百
円 

九
千
円 

八
千
円 

七
千
円 

五
千
円 

四
千
五
百
円 

四
千
円 

 



 

 

                                  
      

第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
ロ 

      

第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑵ 

      

第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑴ 

 

第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号
ハ
⑵ 

 

第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号
ハ
⑴ 

        
第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号
ロ 

八
万
三
千
円 

七
万
四
千
円 

六
万
五
千
五
百
円 

五
万
七
千
円 

四
万
九
千
円 

四
万
千
円 

三
万
三
千
円 

六
万
四
千
円 

五
万
七
千
円 

五
万
五
百
円 

四
万
四
千
円 

三
万
八
千
円 

三
万
二
千
円 

二
万
六
千
五
百
円 

二
万
九
千
円 

二
万
五
千
五
百
円 

二
万
二
千
五
百
円 

二
万
円 

一
万
七
千
五
百
円 

一
万
四
千
五
百
円 

一
万
二
千
円 

二
万
六
百
円 
一
万
二
百
円 
一
万
五
千
百
円 

七
千
五
百
円 

六
千
三
百
円 

四
万
五
百
円 

三
万
五
千
円 

三
万
円 

二
万
五
千
五
百
円 

二
万
五
百
円 

一
万
六
千
円 

一
万
千
五
百
円 

八
千
円 

四
万
千
五
百
円 

三
万
七
千
円 

三
万
三
千
円 

二
万
八
千
五
百
円 

二
万
四
千
五
百
円 

二
万
五
百
円 

一
万
六
千
五
百
円 

三
万
二
千
円 

二
万
八
千
五
百
円 

二
万
五
千
五
百
円 

二
万
二
千
円 

一
万
九
千
円 

一
万
六
千
円 

一
万
三
千
五
百
円 

一
万
四
千
五
百
円 

一
万
三
千
円 

一
万
千
五
百
円 

一
万
円 

九
千
円 

七
千
五
百
円 

六
千
円 

一
万
五
百
円 

五
千
五
百
円 

八
千
円 

四
千
円 

三
千
二
百
円 

二
万
五
百
円 

一
万
七
千
五
百
円 

一
万
五
千
円 

一
万
三
千
円 

一
万
五
百
円 

八
千
円 

六
千
円 

四
千
円 

 



 

 

                           

 

附
則
第
二
十
三
条
第
四
項
中
「
字
句
は
、
」
の
下
に
「
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
、
「
に
そ
れ
ぞ
れ

読
み
替
え
る
も
の
」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
前
項
の
」
を
「
第
四
項
の
」
に
改
め
、
「
、
平

成
二
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
の
下
に
「
（
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
で
あ
つ

て
平
成
二
十
二
年
度
以
降
の
各
年
度
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の

を
い
う
。
）
」
を
加
え
、
「
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
で
あ
つ
て
」
及
び
「
の
各
年
度
に
お
い

て
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
（
次
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
「
平
成
二
十

  

第
四
十
八
条
第
二
項
第
二
号 

  

第
四
十
八
条
第
二
項
第
一
号 

   

第
四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
ニ 

         

第
四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
ハ 

 

第
四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
ロ 

   

第
四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
イ 

 
第
四
十
八
条
第
一
項
第
四
号 

八
千
円 

六
千
三
百
円 

五
千
二
百
円 

六
千
三
百
円 

四
千
七
百
円 

三
千
七
百
円 

一
万
千
五
百
円 

二
万
五
千
五
百
円 

九
千
円 

一
万
八
千
五
百
円 

八
万
八
千
八
百
円 

七
万
四
百
円 

六
万
千
二
百
円 

五
万
三
千
二
百
円 

四
万
六
千
四
百
円 

四
万
八
百
円 
三
万
六
千
円 
三
万
千
六
百
円 

二
万
七
千
六
百
円 

二
万
三
千
六
百
円 

四
千
八
百
円 

一
万
九
百
円 

一
万
四
千
七
百
円 

二
万
三
千
円 

一
万
九
百
円 

一
万
六
千
九
百
円 

六
千
円 

四
千
五
百
円 

四
千
円 

三
千
二
百
円 

二
千
六
百
円 

三
千
二
百
円 

二
千
三
百
円 

千
八
百
円 

六
千
円 

一
万
三
千
円 

四
千
五
百
円 

九
千
五
百
円 

四
万
四
千
五
百
円 
三
万
五
千
五
百
円 

三
万
千
円 

二
万
七
千
円 

二
万
三
千
五
百
円 

二
万
五
百
円 

一
万
八
千
円 

一
万
六
千
円 

一
万
四
千
円 

一
万
二
千
円 

二
千
五
百
円 

五
千
五
百
円 

七
千
五
百
円 

一
万
千
五
百
円 

五
千
五
百
円 

八
千
五
百
円 

三
千
円 

二
千
五
百
円 

 



 

 

七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
と
い
う
。
）
に
百
分
の
百
十
」
を
削
り
、
「
前
項
第
四
号

に
規
定
す
る
平
成
二
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
」
を
「
平
成
二
十
二
年
度
以
降
」

と
、
「
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
二
年
度
基
準

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
と
、
「
百
分
の
百
十
」
と
あ
る
の
は
「
」
に
、
「
前
項
中
」
を
「
第
四

項
中
」
に
改
め
、
「
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条

第
四
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。 

５ 

次
に
掲
げ
る
自
動
車
に
対
す
る
第
四
十
八
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
自
動
車
が

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
車
新
規
登
録
を

受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
平
成
二
十
七
年
度
分
の
自
動
車
税
に
限
り
、
当
該
自
動
車
が
平
成
二

十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
車
新
規
登
録
を
受
け
た

場
合
に
あ
つ
て
は
平
成
二
十
八
年
度
分
の
自
動
車
税
に
限
り
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定

中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。 

一 

電
気
自
動
車 

二 

天
然
ガ
ス
自
動
車
の
う
ち
、
平
成
二
十
一
年
天
然
ガ
ス
車
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素

酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
二
十
一
年
天
然
ガ
ス
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
十
分

の
九
を
超
え
な
い
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の 

三 

充
電
機
能
付
電
力
併
用
自
動
車 

四 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百
二

十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
か
つ
平
成
三
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
（
基
準
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
で
あ
つ
て
平
成
三
十
二
年
度
以
降
の
各
年
度
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
べ

き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
を
い
う
。
）
以
上
の
自
動
車
の
う
ち
、
窒
素
酸
化
物
の
排

出
量
が
平
成
十
七
年
窒
素
酸
化
物
排
出
許
容
限
度
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
で
施
行
規

則
で
定
め
る
も
の 

五 

軽
油
を
内
燃
機
関
の
燃
料
と
し
て
用
い
る
乗
用
車
（
第
三
号
に
掲
げ
る
自
動
車
に
該
当
す

る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
一

年
十
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
で
施

行
規
則
で
定
め
る
も
の
に
適
合
す
る
も
の 

       
      

第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
イ 

二
万
五
百
円 

一
万
七
千
九
百
円 

一
万
五
千
七
百
円 

一
万
三
千
八
百
円 

九
千
五
百
円 

八
千
五
百
円 

七
千
五
百
円 

五
千
五
百
円 

四
千
五
百
円 

四
千
円 

三
千
五
百
円 

二
千
五
百
円 

二
千
五
百
円 

二
千
円 

 



 

 

                                  

第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号
ハ
⑵ 

 

第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号
ハ
⑴ 

        

第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号
ロ 

        

第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号
イ 

         

第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
ロ 

   

一
万
二
百
円 

一
万
五
千
百
円 

七
千
五
百
円 

六
千
三
百
円 

四
万
五
百
円 

三
万
五
千
円 

三
万
円 

二
万
五
千
五
百
円 

二
万
五
百
円 

一
万
六
千
円 

一
万
千
五
百
円 

八
千
円 

四
千
七
百
円 

二
万
九
千
五
百
円 

二
万
五
千
五
百
円 

二
万
二
千
円 

一
万
八
千
五
百
円 

一
万
五
千
円 

一
万
二
千
円 

九
千
円 

六
千
五
百
円 

十
一
万
千
円 
八
万
八
千
円 
七
万
六
千
五
百
円 

六
万
六
千
五
百
円 

五
万
八
千
円 

五
万
千
円 

四
万
五
千
円 

三
万
九
千
五
百
円 

三
万
四
千
五
百
円 

二
万
九
千
五
百
円 

四
万
七
百
円 

二
万
七
千
二
百
円 

二
万
三
千
六
百
円 

三
千
円 

四
千
円 

二
千
円 

千
六
百
円 

一
万
五
百
円 

九
千
円 

七
千
五
百
円 

六
千
五
百
円 

五
千
五
百
円 

四
千
円 

三
千
円 

二
千
円 

千
二
百
円 

七
千
五
百
円 

六
千
五
百
円 

五
千
五
百
円 
五
千
円 

四
千
円 

三
千
円 

二
千
五
百
円 

二
千
円 

二
万
八
千
円 

二
万
二
千
円 

一
万
九
千
五
百
円 

一
万
七
千
円 

一
万
四
千
五
百
円 

一
万
三
千
円 

一
万
千
五
百
円 

一
万
円 

九
千
円 

七
千
五
百
円 

一
万
五
百
円 

七
千
円 

六
千
円 

 



 

 

                                  
   

第
四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
ハ 

 

第
四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
ロ 

   

第
四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
イ 

 

第
四
十
八
条
第
一
項
第
四
号 

      

第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
ロ 

      

第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑵ 

      
第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑶ 

 

三
万
六
千
円 

三
万
千
六
百
円 

二
万
七
千
六
百
円 

二
万
三
千
六
百
円 

四
千
八
百
円 

一
万
九
百
円 

一
万
四
千
七
百
円 

二
万
三
千
円 

一
万
九
百
円 

一
万
六
千
九
百
円 

六
千
円 

四
千
五
百
円 

八
万
三
千
円 

七
万
四
千
円 

六
万
五
千
五
百
円 

五
万
七
千
円 

四
万
九
千
円 

四
万
千
円 

三
万
三
千
円 

六
万
四
千
円 

五
万
七
千
円 
五
万
五
百
円 
四
万
四
千
円 

三
万
八
千
円 

三
万
二
千
円 

二
万
六
千
五
百
円 

二
万
九
千
円 

二
万
五
千
五
百
円 

二
万
二
千
五
百
円 

二
万
円 

一
万
七
千
五
百
円 

一
万
四
千
五
百
円 

一
万
二
千
円 

二
万
六
百
円 

九
千
円 

八
千
円 

七
千
円 

六
千
円 

千
五
百
円 

三
千
円 

四
千
円 

六
千
円 

三
千
円 

四
千
五
百
円 

千
五
百
円 

千
五
百
円 

二
万
千
円 

一
万
八
千
五
百
円 

一
万
六
千
五
百
円 

一
万
四
千
五
百
円 

一
万
二
千
五
百
円 
一
万
五
百
円 

八
千
五
百
円 

一
万
六
千
円 

一
万
四
千
五
百
円 

一
万
三
千
円 

一
万
千
円 

九
千
五
百
円 

八
千
円 

七
千
円 

七
千
五
百
円 

六
千
五
百
円 

六
千
円 

五
千
円 

四
千
五
百
円 

四
千
円 

三
千
円 

五
千
五
百
円 

 



 

 

                

６ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百
十
を

乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
の
自
動
車
の
う
ち
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
窒
素
酸
化
物

排
出
許
容
限
度
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
（
前
項
の
規
定
の

適
用
を
受
け
る
自
動
車
を
除
く
。
）
に
対
す
る
第
四
十
八
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当

該
自
動
車
が
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
車

新
規
登
録
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
平
成
二
十
七
年
度
分
の
自
動
車
税
に
限
り
、
当
該
自
動

車
が
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
車
新
規
登

録
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
平
成
二
十
八
年
度
分
の
自
動
車
税
に
限
り
、
第
三
項
の
表
の
上

欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句

と
す
る
。 

附
則
第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
中
「
お
い
て
は
、
」
の
下
に
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
期
間
に
取

得
さ
れ
た
」
を
加
え
、
「
平
成
二
十
四
年
度
分
及
び
平
成
二
十
五
年
度
分
」
を
「
当
該
各
号
に
定

め
る
年
度
分
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。 

一 

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間 

平
成
二
十

六
年
度
分 

二 

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間 

平
成
二
十

六
年
度
分
及
び
平
成
二
十
七
年
度
分 

三 

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間 

平
成
二
十

  

第
四
十
八
条
第
二
項
第
二
号 

  

第
四
十
八
条
第
二
項
第
一
号 

   

第
四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
ニ 

      

八
千
円 

六
千
三
百
円 

五
千
二
百
円 

六
千
三
百
円 
四
千
七
百
円 

三
千
七
百
円 

一
万
千
五
百
円 

二
万
五
千
五
百
円 

九
千
円 

一
万
八
千
五
百
円 

八
万
八
千
八
百
円 

七
万
四
百
円 

六
万
千
二
百
円 

五
万
三
千
二
百
円 

四
万
六
千
四
百
円 

四
万
八
百
円 

二
千
円 

千
六
百
円 

千
三
百
円 

千
六
百
円 

千
二
百
円 

千
円 

三
千
円 

六
千
五
百
円 

二
千
五
百
円 

五
千
円 

二
万
二
千
五
百
円 

一
万
八
千
円 

一
万
五
千
五
百
円 

一
万
三
千
五
百
円 

一
万
二
千
円 

一
万
五
百
円 

 



 

 

七
年
度
分
及
び
平
成
二
十
八
年
度
分 

附
則
第
二
十
六
条
中
第
四
項
を
削
り
、
第
五
項
を
第
四
項
と
し
、
第
六
項
を
第
五
項
と
す
る
。 

附 

則 
（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
不
動
産
取
得
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

２ 

別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
埼
玉
県
税
条
例
（
附
則
第

四
項
及
び
附
則
第
五
項
に
お
い
て
「
改
正
後
の
条
例
」
と
い
う
。
）
の
規
定
中
不
動
産
取
得
税

に
関
す
る
部
分
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
の
不
動
産

の
取
得
に
対
し
て
課
す
べ
き
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
の
不
動
産
の
取
得

に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

３ 

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
埼
玉
県
税
条
例
（
附
則
第
六
項
に
お
い
て
「
改
正
前
の
条
例
」

と
い
う
。
）
第
三
十
二
条
の
十
一
の
五
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
同
条
第
一
項
に
規
定

す
る
土
地
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
六
十

五
号
）
第
八
条
第
一
項
又
は
第
十
一
条
の
十
二
に
規
定
す
る
農
地
保
有
合
理
化
法
人
又
は
農
地

利
用
集
積
円
滑
化
団
体
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
農
地
保
有
合
理
化
法
人
等
」

と
い
う
。
）
が
、
同
法
」
と
あ
る
の
は
「
農
業
の
構
造
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
二
号
）
附
則
第

三
条
に
規
定
す
る
旧
農
地
保
有
合
理
化
法
人
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
旧
農
地

保
有
合
理
化
法
人
」
と
い
う
。
）
が
同
条
に
規
定
す
る
旧
農
地
保
有
合
理
化
事
業
（
同
法
に
よ

る
改
正
前
の
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
旧
基
盤
強
化
法
」
と
い

う
。
）
」
と
、
「
の
実
施
に
よ
り
施
行
令
」
と
あ
る
の
は
「
に
限
る
。
）
の
実
施
に
よ
り
施
行

令
」
と
、
「
又
は
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
旧
基
盤
強
化
法
」
と
、

「
農
地
保
有
合
理
化
法
人
等
に
よ
る
」
と
あ
る
の
は
「
旧
農
地
保
有
合
理
化
法
人
に
よ
る
」
と

し
、
同
条
第
三
項
中
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の
二
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
埼
玉
県
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
六
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
三
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
第
三

十
二
条
の
十
一
の
二
第
三
項
」
と
、
「
農
地
保
有
合
理
化
法
人
等
」
と
あ
る
の
は
「
旧
農
地
保

有
合
理
化
法
人
」
と
す
る
。 

（
自
動
車
取
得
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

４ 

改
正
後
の
条
例
の
規
定
中
自
動
車
取
得
税
に
関
す
る
部
分
は
、
施
行
日
以
後
の
自
動
車
の
取

得
に
対
し
て
課
す
べ
き
自
動
車
取
得
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
の
自
動
車
の
取
得
に
対

し
て
課
す
る
自
動
車
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 

（
自
動
車
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 



 

 

５ 

改
正
後
の
条
例
の
規
定
中
自
動
車
税
に
関
す
る
部
分
は
、
平
成
二
十
六
年
度
以
後
の
年
度
分

の
自
動
車
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
平
成
二
十
五
年
度
分
ま
で
の
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。 

６ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
改
正
前
の
条
例
附
則
第
二
十
三

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
納
税
義
務
を
免
除
さ
れ
る
平
成
二
十
四
年
度
分
及
び
平
成
二
十

五
年
度
分
の
自
動
車
税
に
係
る
徴
収
金
に
係
る
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
還
付
又
は
同
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
る
充
当
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 



規 
 

則 

埼
玉
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

埼
玉
県
税
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
埼
玉
県
規
則
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。 

第
十
三
条
の
五
中
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の
三
第
一
項
」
を
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の
四
第
一

項
」
に
、
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の
四
第
一
項
」
を
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の
五
第
一
項
」
に
、

「
第
三
十
二
条
の
十
一
の
五
第
一
項
」
を
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の
六
第
一
項
」
に
、
「
第
三
十

二
条
の
十
一
の
六
第
一
項
」
を
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の
七
第
一
項
」
に
、
「
農
地
保
有
合
理
化

法
人
等
」
を
「
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
等
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
三
条
の
六
と
す
る
。 

第
十
三
条
の
四
中
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の
二
第
一
項
」
を
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の
三
第
一

項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
三
条
の
五
と
す
る
。 

第
十
三
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
の
取
得
に
対
す
る
不
動
産
取
得
税
の
減
額
の
申
告
） 

第
十
三
条
の
四 

条
例
第
三
十
二
条
の
十
一
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
耐
震
基
準
不
適
合
既
存

住
宅
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
の
減
額
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
不
動
産
取

得
税
減
額
申
告
書
を
所
管
の
県
税
事
務
所
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
十
四
条
中
「
第
三
十
二
条
の
十
一
第
一
項
」
の
下
に
「
（
条
例
第
三
十
二
条
の
十
一
の
二
第

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の
二
第
五
項
」

を
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の
三
第
五
項
」
に
、
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の
三
第
三
項
」
を
「
第
三

十
二
条
の
十
一
の
四
第
三
項
」
に
、
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の
四
第
三
項
」
を
「
第
三
十
二
条
の

十
一
の
五
第
三
項
」
に
、
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の
五
第
三
項
」
を
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の
六

第
三
項
」
に
、
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の
六
第
三
項
」
を
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の
七
第
三
項
」

に
改
め
る
。 

第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
百
分
の
百
五
」
を
「
百
分
の
百
八
」
に
改
め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
休
業 

 

「
開
業 

 

第
四
十
四
条
の
表
第
二
十
九
号
中 

廃
業 

を 

休
業 

に
改
め
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

開
業
」 

 

廃
業
」 

加
え
る
。 

埼
玉
県
規
則
第
五
十
二
号



   
第
四
十
四
条
の
表
三
十
六
号
中
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の
二
第
二
項
」
を
「
第
三
十
二
条
の
十

一
の
三
第
二
項
」
に
改
め
、
同
表
三
十
六
の
二
号
中
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の
三
第
二
項
」
を
「
第 

三
十
二
条
の
十
一
の
四
第
二
項
」
に
、
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の
四
第
二
項
」
を
「
第
三
十
二
条

の
十
一
の
五
第
二
項
」
に
、
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の
五
第
二
項
」
を
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の

六
第
二
項
」
に
、
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の
六
第
二
項
」
を
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の
七
第
二
項
」 

に
改
め
、
同
表
三
十
七
号
中
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の
二
第
二
項
」
を
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の 

三
第
二
項
」
に
、
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の
三
第
二
項
」
を
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の
四
第
二
項
」

に
、
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の
四
第
二
項
」
を
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の
五
第
二
項
」
に
、
「
第

三
十
二
条
の
十
一
の
五
第
二
項
」
を
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の
六
第
二
項
」
に
、
「
第
三
十
二
条 

の
十
一
の
六
第
二
項
」
を
「
第
三
十
二
条
の
十
一
の
七
第
二
項
」
に
改
め
、
同
表
三
十
七
の
二
号 

中
「
第
七
十
三
条
の
二
十
七
の
二
第
三
項
」
を
「
第
七
十
三
条
の
二
十
七
の
三
第
三
項
」
に
、
「
第

七
十
三
条
の
二
十
七
の
三
第
三
項
」
を
「
第
七
十
三
条
の
二
十
七
の
四
第
三
項
」
に
、
「
第
七
十

三
条
の
二
十
七
の
四
第
二
項
」
を
「
第
七
十
三
条
の
二
十
七
の
五
第
二
項
」
に
、
「
第
七
十
三
条

の
二
十
七
の
六
第
二
項
」
を
「
第
七
十
三
条
の
二
十
七
の
七
第
二
項
」
に
、
「
第
七
十
三
条
の
二

十
七
の
五
第
三
項
」
を
「
第
七
十
三
条
の
二
十
七
の
六
第
三
項
」
に
、
「
第
七
十
条
の
四
第
三
十

項
」
を
「
第
七
十
条
の
四
第
三
十
一
項
」
に
改
め
る
。 

附
則
第
七
項
中
「
第
七
十
条
の
四
第
十
八
項
」
を
「
第
七
十
条
の
四
第
十
九
項
」
に
改
め
る
。 

附
則
第
八
項
中
「
第
七
十
条
の
四
第
二
十
六
項
」
を
「
第
七
十
条
の
四
第
二
十
七
項
」
に
改
め

る
。 附

則
中
第
十
七
項
を
第
十
八
項
と
し
、
第
十
六
項
を
第
十
七
項
と
し
、
附
則
第
十
五
項
中
「
四

万
九
千
五
百
円
」
を
「
五
万
千
七
百
円
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

条
例
附
則
第
二
十
三
条
第
二
項
に
該
当
す
る
自
動
車
に
係
る
平
成
二
十
六
年
度
分
の
自
動
車

税
に
お
け
る
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

同
条
第
一
項
中
「
四
万
五
千
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
四
万
九
千
五
百
円
」
と
す
る
。 

別
記
様
式
第
二
十
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

二
十
九
の
二 

事
業
変
更
報
告
書
（
条
例
第
三
十
一
条
の
十
一
第
二

項
の
報
告
書
） 

別
記
様
式
第
二

十
九
号
の
二 
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別記様式第二十九号 

事 業 
開 業
休 業
廃 業
  報 告 書 

 ※納税番号  

事務所又は事業所の 

所 在 地 
 
確定申告書の 

提 出 先 
税務署 
所得税の申告区分 

青 色 ・ 白 色 

事 業 の 種 類  
名 称 

（屋号） 
 電 話 番 号 

（事務所） 

（自 宅） 

事業の 
開業
休業
廃業
 年月日 年  月  日 

事 業 の 休 業 

又 は 廃 業 の 理 由 
 

事務所又は事業所の 

設 置 年 月 日 
年  月  日 生 年 月 日  摘 要  

 埼玉県税条例第３１条の１１の規定により上記のとおり報告します。 

      年  月  日 

住  所                  

フ リ ガ ナ                  

氏  名                ○印  

 （宛先） 

 埼玉県   県税事務所長 

 注意 ※印の欄は、記入しないでください。 

 



別
記
様
式
第
二
十
九
号
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。 



別記様式第二十九号の二 

事 業 変 更 報 告 書 

 ※納税番号  

 変 更 前 変 更 後 

事
務
所
又
は
事
業
所 

所 在 地 

 電話番号  電話番号 

名 称 （ 屋 号 ）   

事 業 の 種 類   

事

業

主 

住 所 

 電話番号 電話番号 

フ リ ガ ナ 

氏 名 
  

確 定 申 告 書 の 提 出 先 税務署 税務署 

変 更 年 月 日 年  月  日 備 考  

 埼玉県税条例第３１条の１１第２項の規定により上記のとおり報告します。 

      年  月  日 

フ リ ガ ナ        

氏  名                ○印  

 （宛先） 

 埼玉県   県税事務所長 

 注意 ※印の欄は、記入しないでください。 



別
記
様
式
第
三
十
一
号
（
二
）
中
「 

 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
に
、 

「 
 
 

」
を
「 

 

」
に
改
め
る
。 

別
記
様
式
第
三
十
三
号
の
三
（
一
）
中
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

」
に
改
め
る
。 

 

別
記
様
式
第
三
十
三
号
の
三
（
二
）
中
「 

 
 
 
 
 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

」
に
、
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
、
「 

 
 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

」
に
、
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

」
に
改
め
る
。 

別
記
様
式
第
三
十
四
号
中
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
に 

改
め
、
同
様
式
の
注
意
１
中
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

」
に
改
め
る
。 

別
記
様
式
第
三
十
四
号
の
二
中
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 

を
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
に
、
「 

 
 
 
 
 
 
 
 

」 

を
「 

 
 
 
 
 

」
に
改
め
、
同
様
式
の
注
意
１
中
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
に
改
め
る
。 

別
記
様
式
第
三
十
六
号
中
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
に
、 

 

「 
 
 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
に
、 
 
 
 
 
 
 
 
 

を 

   
 
 
 
 
 
 

に
、
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
に
改
め
、 

 

同
様
式
の
注
意
１
中
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 

に
改
め
る
。 

別
記
様
式
第
三
十
六
号
の
二
中
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 

を
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
に
、
「 

 
 
 
 
 
 
 
 

」 

を
「 

 
 
 
 
 

」
に
改
め
、
同
様
式
の
注
意
１
中
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
「 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
に
改
め
る
。 

 

別
記
様
式
第
三
十
七
号
の
三
中
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 

に
、
「 

 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
に
改
め
、
同
様
式
の
注
意
１
中
「 

 

平
成
２
６
年
３
月
３
１
日
 
平
成
２
８
年
３
月
 

３
１
日
 

第
３
２
条
の
１
１
の
２
第
１
項
 

２
条
の
１
１
の
４
第
１
項
、第
３
２
条
の
１
１
の
５
第
１
項
又
は
第
３
２
条
の
１
１
の
６
第
１
項
」 

第
３
２
条
の
１
１
の
４
第
１
項
、
第
３
２
条
の
１
１
の
５
第
１
項
、
第
３
２
条
の
１
１
の
６
 

第
１
項
又
は
第
３
２
条
の
１
１
の
７
第
１
項
 

あ
て
先
 
宛
先
 

既
存
住
宅
用
 
耐
震
基
準
適
合
既
存
住
宅
用
 

住
宅
等
用
土
地
用
 

既
存
住
宅
等
用
土
地
用
 
耐
震
基
準
適
合
既
存
 

あ
て
先
 
宛
先
 

既
存
住
宅
等
を
 
耐
震
基
準
適
 

合
既
存
住
宅
等
を
 

取
得
し
て
い
た
既
存
住
宅
 
取
得
し
て
い
た
耐
震
基
準
適
合
既
 

存
住
宅
 

農
地
保
有
合
理
化
法
人
又
は
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
 

農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
又
は
農
地
中
間
管
理
機
構
 

第
４
条
第
２
項
第
３
号
 

第
７
条
第
３
号
 

第
３
２
条
の
１
１
の
３
第
１
項
、
第
３
 

平
成
２
６
年
３
月
３
１
日
 
平
成
２
８
年
３
月
３
１
日
 

既
存
住
宅
等
を
 
耐
震
基
準
適
合
既
存
住
宅
等
を
 

取
得
す
る
予
定

 

の
既
存
住
宅
等

 

「
 

」
 「
 
取
得
す
る
予
定

 

の
耐
震
基
準
適

 

合
既
存
住
宅
等

 

取
得
す
る
予
定

 

の
耐
震
基
準
適

 

合
既
存
住
宅
等

 
」
 

第
３
２
条
の
１
１
の
２
第
２
項
 

２
条
の
１
１
の
４
第
２
項
、第
３
２
条
の
１
１
の
５
第
２
項
又
は
第
３
２
条
の
１
１
の
６
第
２
項
」 

第
３
２
条
の
１
１
の
４
第
２
項
、
第
３
２
条
の
１
１
の
５
第
２
項
、
第
３
２
条
の
１
１
の
６
 

農
地
保
有
合
理
化
法
人
又
は
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
 

農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
又
は
農
地
中
間
管
理
機
構
 

第
４
条
第
２
項
第
３
号
 

第
７
条
第
３
号
 

第
３
２
条
の
１
１
の
３
第
２
項
、
第
３
 

第
２
項
又
は
第
３
２
条
の
１
１
の
７
第
２
項
 

平
成
２
６
年
３
月
３
１
日
 
平
成
２
８
年
３
月
３
１
日
 

附
則
第
３
条
の
２
の
１
９
 
附
則
第
３
条
の
２
の
１
８
 

第
３
２
条
の
１
１
の
３
第
 

１
項
 

附
則
第
３
条
の
２
の
１
９
 
附
則
第
３
条
の
２
の
１
８
 

第
３
２
条
の
１
１
の
３
第
２
項
 

既
存
住
宅
等
 
耐
震
基
準
適
合
既
存
住
宅
等
 

第
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
に
改
め
る
。 

附
則
別
記
様
式
第
四
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
、
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
を
「
第 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
に
改
め
る
。 

附
則
別
記
様
式
第
五
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
、
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
を
「
第 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
に
改
め
る
。 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
不
動
産
取
得
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
埼
玉
県
税
条
例
施
行
規
則
（
次
項
及
び
附
則
第
五
項
に
お
い
て

「
改
正
後
の
規
則
」
と
い
う
。
）
の
規
定
中
不
動
産
取
得
税
に
関
す
る
部
分
は
、
こ
の
規
則
の

施
行
の
日
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
の
不
動
産
の
取

得
に
対
し
て
課
す
べ
き
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
の
不
動
産
の
取
得
に
対

し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

（
証
紙
代
金
収
納
計
器
の
取
扱
手
数
料
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

３ 

改
正
後
の
規
則
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
収
納
計
器
取
扱
人
が
納
入

す
る
金
額
に
係
る
手
数
料
の
交
付
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
納
入
し
た
金
額
に
係
る
手

数
料
の
交
付
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

（
自
動
車
取
得
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

４ 

埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
六
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
三
号
）
に

よ
る
改
正
前
の
埼
玉
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
八
号
）
附
則
第
十
八
条

の
二
第
一
項
の
税
率
が
適
用
さ
れ
る
自
動
車
の
取
得
に
係
る
自
動
車
取
得
税
に
お
け
る
第
二
十

九
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
条
例
第
三
十
八
条
」
と
あ
る
の

は
、
「
埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
六
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
三
号
）

に
よ
る
改
正
前
の
条
例
附
則
第
十
八
条
の
二
第
一
項
」
と
す
る
。 

（
自
動
車
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

５ 

改
正
後
の
規
則
附
則
第
十
五
項
か
ら
第
十
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
平
成
二
十
六
年
度
以
後
の

年
度
分
の
自
動
車
税
に
つ
い
て
適
用
し
、平
成
二
十
五
年
度
分
ま
で
の
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

（
改
正
前
の
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

６ 

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
埼
玉
県
税
条
例
施
行
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当

第
７
０
条
の
４
第
１
８
項
 

７
０
条
の
４
第
１
９
項
 

あ
て
先
 
宛
先
 

第
 

第
７
０
条
の
４
第
２
６
項
 

７
０
条
の
４
第
２
７
項
 

あ
て
先
 
宛
先
 

第
 

第
３
２
条
の
１
１
の
５
第
３
項
若
し
く
は
第
３
２
条
の
１
１
の
６
第
３
項
 
第
３
２
条
の
１
 

１
の
３
第
５
項
、
第
３
２
条
の
１
１
の
４
第
３
項
、
第
３
２
条
の
１
１
の
５
第
３
項
、
第
３
２
条
 

の
１
１
の
６
第
３
項
若
し
く
は
第
３
２
条
の
１
１
の
７
第
３
項
 

３
２
条
の
１
１
の
２
第
５
項
、
第
３
２
条
の
１
１
の
３
第
３
項
、
第
３
２
条
の
１
１
の
４
第
３
項
、 



分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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